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(57)【要約】
【課題】音響を用いてスマートフォンなどのユーザが使
用する携帯端末装置に各種情報を表示することのできる
情報提供システムを提供する。
【解決手段】音響信号に変調された識別情報を音声とし
て放音する放音装置と、情報通信ネットワークと、情報
通信ネットワークに接続され、識別情報に基づいて、情
報通信ネットワークに接続されたコンテンツサーバにア
クセスするためのアドレス情報を割り出す識別情報解決
サーバと、放音装置が放音した音声を収音する収音部、
収音した音声から識別情報を復調する復調部、復調され
た識別情報を識別情報解決サーバに送信してアドレス情
報を取得する識別情報解決部および取得したアドレス情
報を用いてコンテンツサーバにアクセスするネットワー
クアクセス部を備えた携帯端末装置とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音響信号に変調された識別情報を音声として放音する放音装置と、
　情報通信ネットワークと、
　前記情報通信ネットワークに接続され、前記識別情報に基づいて、前記情報通信ネット
ワークに接続されたコンテンツサーバにアクセスするためのアドレス情報を割り出す識別
情報解決サーバと、
　前記放音装置が放音した音声を収音する収音部、収音した音声から前記識別情報を復調
する復調部、復調された識別情報を前記識別情報解決サーバに送信して前記アドレス情報
を取得する識別情報解決部、および、取得したアドレス情報を用いて前記コンテンツサー
バにアクセスするネットワークアクセス部を備えた携帯端末装置と、
　を有する情報提供システム。
【請求項２】
　前記識別情報解決サーバは、前記識別情報とともに前記携帯端末装置から送信される位
置情報に基づいて前記アドレス情報を割り出すサーバであり、
　前記携帯端末装置は、自己の位置に関する情報である位置情報を取得する位置取得部を
さらに備え、
　前記携帯端末装置の識別情報解決部は、前記復調された識別情報および前記位置取得部
によって取得された位置情報を前記識別情報解決サーバに送信して前記アドレス情報を取
得する
　請求項１に記載の情報提供システム。
【請求項３】
　前記識別情報解決サーバは、前記識別情報とともに時刻の情報に基づいて前記アドレス
情報を割り出すサーバであり、
　前記携帯端末装置は、前記音声を収音した時刻または前記識別情報を前記識別情報解決
サーバに送信する時刻を計測する時計をさらに備え、
　前記携帯端末装置の識別情報解決部は、前記復調された識別情報および前記時計によっ
て計測された時刻の情報を前記識別情報解決サーバに送信して前記アドレス情報を取得す
る
　請求項１に記載の情報提供システム。
【請求項４】
　前記放音装置は放送受信装置であり、
　前記音声は、放送の番組または宣伝広告の音声として放送局から送信されてくる音声を
含み、
　前記識別情報解決サーバは、受信した識別情報に基づき、前記番組または前記宣伝広告
に関するコンテンツを表示するコンテンツサーバにアクセスするためのアドレス情報を割
り出すものである
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の情報提供システム。
【請求項５】
　前記放音装置は、施設の内部、外部または近傍に設置されるスピーカを有し、
　前記識別情報解決サーバは、受信した識別情報に基づき、前記施設に関するコンテンツ
を表示するコンテンツサーバにアクセスするためのアドレス情報を割り出すものである
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の情報提供システム。
【請求項６】
　音響信号に変調された識別情報を含む音声を収音する収音部と、
　収音した音声から前記識別情報を復調する復調部と、
　復調された識別情報を情報通信ネットワークを介して識別情報解決サーバに送信して前
記情報通信ネットワークに接続されたコンテンツサーバのアドレス情報を取得する識別情
報解決部と、
　取得したアドレス情報を用いて前記情報通信ネットワークを介して前記コンテンツサー
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バにアクセスするネットワークアクセス部と、
　を備えた携帯端末装置。
【請求項７】
　収音した音声から識別情報を復調する携帯端末装置と情報通信ネットワークを介して通
信し、前記携帯端末装置から前記識別情報を受信する受信部と、
　受信された識別情報に基づいて、前記情報通信ネットワークに接続されたコンテンツサ
ーバにアクセスするためのアドレス情報を割り出す識別情報解決部と、
　を備えた識別情報解決サーバ。
【請求項８】
　コンピュータを、
　音響信号に変調された識別情報を含む音声を収音する収音手段、
　収音した音声から前記識別情報を復調する復調手段、
　復調された識別情報を情報通信ネットワークを介して識別情報解決サーバに送信して前
記情報通信ネットワークに接続されたコンテンツサーバのアドレス情報を取得する識別情
報解決手段、
　取得したアドレス情報を用いて前記情報通信ネットワークを介して前記コンテンツサー
バにアクセスするネットワークアクセス手段、
　として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、音響を用いて各種の情報を提供する情報提供システム、および、このシス
テムに用いられる携帯端末装置、識別情報解決サーバ、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　音声とともに情報を提供するシステムとしては、たとえばテレビ放送において、映像・
音声の放送にデータ放送を重畳し、テレビのリモコン操作によって各種の情報を提供する
ものが実用化されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２８８６３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、データ放送は、テレビ画面に表示されるのみのものであり、ユーザが持ち運ん
で、たとえばクーポンのように活用することができないものであった。また、データ放送
は、ユーザが情報を獲得するツールとして日常使い慣れている携帯電話、スマートフォン
に転送することができないものであった。
【０００５】
　この発明は、音響を用いて、スマートフォンなどのユーザが使用する携帯端末装置に各
種情報を表示することのできる情報提供システム、および、このシステムに用いられる携
帯端末装置、識別情報解決サーバ、プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１の発明である情報提供システムは、音響信号に変調された識別情報を音声とし
て放音する放音装置と、情報通信ネットワークと、前記情報通信ネットワークに接続され
、前記識別情報に基づいて、前記情報通信ネットワークに接続されたコンテンツサーバに
アクセスするためのアドレス情報を割り出す識別情報解決サーバと、前記放音装置が放音
した音声を収音する収音部、収音した音声から前記識別情報を復調する復調部、復調され
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た識別情報を前記識別情報解決サーバに送信して前記アドレス情報を取得する識別情報解
決部、および、取得したアドレス情報を用いて前記コンテンツサーバにアクセスするネッ
トワークアクセス部を備えた携帯端末装置と、を有することを特徴とする。
【０００７】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記識別情報解決サーバは、前記識別情
報とともに前記携帯端末装置から送信される位置情報に基づいて前記アドレス情報を割り
出すサーバであり、前記携帯端末装置は、自己の位置に関する情報である位置情報を取得
する位置取得部をさらに備え、前記携帯端末装置の識別情報解決部は、前記復調された識
別情報および前記位置取得部によって取得された位置情報を前記識別情報解決サーバに送
信して前記アドレス情報を取得することを特徴とする。
【０００８】
　請求項３の発明は、請求項１の発明において、前記識別情報解決サーバは、前記識別情
報とともに時刻の情報に基づいて前記アドレス情報を割り出すサーバであり、前記携帯端
末装置は、前記音声を収音した時刻または前記識別情報を前記識別情報解決サーバに送信
する時刻を計測する時計をさらに備え、前記携帯端末装置の識別情報解決部は、前記復調
された識別情報および前記時計によって計測された時刻の情報を前記識別情報解決サーバ
に送信して前記アドレス情報を取得することを特徴とする。
【０００９】
　請求項４の発明は、請求項１～３の発明において、前記放音装置は放送受信装置であり
、前記音声は、放送の番組または宣伝広告の音声として放送局から送信されてくるもので
あり、前記識別情報解決サーバは、受信した識別情報に基づき、前記番組または前記宣伝
広告に関するコンテンツを表示するコンテンツサーバにアクセスするためのアドレス情報
を割り出すものであることを特徴とする。
【００１０】
　請求項５の発明は、請求項１～４の発明において、前記放音装置は、施設の内部、外部
または近傍に設置されるスピーカを有し、前記識別情報解決サーバは、受信した識別情報
に基づき、前記施設に関するコンテンツを表示するコンテンツサーバにアクセスするため
のアドレス情報を割り出すものであることを特徴とする。
【００１１】
　請求項６の発明である携帯端末装置は、音響信号に変調された識別情報を含む音声を収
音する収音部と、収音した音声から前記識別情報を復調する復調部と、復調された識別情
報を情報通信ネットワークを介して識別情報解決サーバに送信して前記情報通信ネットワ
ークに接続されたコンテンツサーバのアドレス情報を取得する識別情報解決部と、取得し
たアドレス情報を用いて前記情報通信ネットワークを介して前記コンテンツサーバにアク
セスするネットワークアクセス部と、を備えたことを特徴とする。
【００１２】
　請求項７の発明である識別情報解決サーバは、収音した音声から識別情報を復調する携
帯端末装置と情報通信ネットワークを介して通信し、前記携帯端末装置から前記識別情報
を受信する受信部と、受信された識別情報に基づいて、前記情報通信ネットワークに接続
されたコンテンツサーバにアクセスするためのアドレス情報を割り出す識別情報解決部と
、を備えたことを特徴とする。
【００１３】
　請求項８の発明であるプログラムは、コンピュータを、音響信号に変調された識別情報
を含む音声を収音する収音手段、収音した音声から前記識別情報を復調する復調手段、復
調された識別情報を情報通信ネットワークを介して識別情報解決サーバに送信して前記情
報通信ネットワークに接続されたコンテンツサーバのアドレス情報を取得する識別情報解
決手段、取得したアドレス情報を用いて前記情報通信ネットワークを介して前記コンテン
ツサーバにアクセスするネットワークアクセス手段、として機能させることを特徴とする
。
【発明の効果】
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【００１４】
　この発明によれば、音響信号に識別情報を重畳することによって、ユーザの携帯端末装
置を所定のコンテンツサーバにアクセスさせることができ、音響を用いたプッシュ型の情
報提供が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明の実施形態である情報提供システムのブロック図
【図２】ＩＤ解決サーバのＩＤ・ＵＲＬ対応テーブルの例を示す図
【図３】音響ＩＤの重畳方式の例を示す図
【図４】情報提供システムのテレビＣＭへの適用例を示す図
【図５】スマートフォンの一部ブロック図
【図６】スマートフォンの動作を示すフローチャート
【図７】ＩＤ解決サーバのＩＤ・ＵＲＬ対応テーブルの他の例を示す図
【図８】ＩＤ解決サーバのＩＤ・ＵＲＬ対応テーブルおよびコンテンツサーバのＩＤ・コ
ンテンツ対応テーブルの例を示す図
【図９】スマートフォンの動作を示すフローチャート
【図１０】情報提供システムを店舗に適用した場合のスピーカの配置例を示す図
【図１１】放音装置の構成例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図面を参照してこの発明の実施形態である情報提供システムについて説明する。図１は
、情報提供システムの構成を説明する図である。
【００１７】
　この情報提供システムは、本発明の放音装置であるテレビ（ＴＶ）１が、本発明の識別
情報である音響ＩＤが重畳された音声を放音し、本発明の携帯端末装置であるスマートフ
ォン２がこの音響ＩＤを用いて特定のインターネットサイト（ＵＲＬ）にアクセスして情
報を獲得するというシステムである。
【００１８】
　テレビ１は、テレビ放送を受信して映像を表示するとともに音声を放音する。このテレ
ビ放送の音声に音響信号に変調されたＩＤコードである音響ＩＤが重畳されている。音響
ＩＤの内容および重畳方式については後述する。音響ＩＤが重畳された音声をスマートフ
ォン２が収音する。スマートフォン２はユーザ６が所持している。スマートフォン２には
、情報提供システム用に用いられる音響ＩＤアプリケーションプログラム２００がインス
トールされている。音響ＩＤアプリケーションプログラム２００は、収音した音声から音
響ＩＤを分離・復調し、このＩＤコードをＩＤ解決サーバ４に送信してコンテンツサーバ
５のＵＲＬに変換するアプリケーションプログラムであり、携帯端末装置２の制御部と協
働することにより音響ＩＤ処理部２２を構成する。この音響ＩＤ処理部２２の詳細動作は
図５のフローチャートで説明する。スマートフォン２は、この音響ＩＤ処理部２２により
、音声に含まれる音響ＩＤを復調し、これを情報通信ネットワーク３を介してＩＤ解決サ
ーバ４に送信する。ＩＤ解決サーバ４は、ＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル４０を備えており、
受信した音響ＩＤを用いて、ＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル４０を検索して対応するＵＲＬを
読み出してスマートフォン２に返信する。
【００１９】
　スマートフォン２は、ＩＤ解決サーバ４からＵＲＬを受信すると、スマートフォン２の
標準アプリケーションプログラムであるウェブブラウザプログラム２０１を起動してウェ
ブブラウザ２５を構成し、このウェブブラウザ２５に受信したＵＲＬを渡す。ウェブブラ
ウザ２５は、受け取ったＵＲＬで指定されるコンテンツサーバ５にアクセスして、このＵ
ＲＬで指定されるウェブページを表示する。ＵＲＬで指定されるウェブページは、たとえ
ば、テレビ１でそのとき放送されているＣＭの企業や商品に関するウェブページなどであ
る。
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【００２０】
　なお、ＩＤ解決サーバ４は１つであることが望ましいが、コンテンツサーバ５はコンテ
ンツを表示する各社ごとに別々であって構わない。
【００２１】
　テレビ放送において、情報提供システムは、たとえば以下のような用途で使用される。
　ＣＭの企業・商品や番組に関連した商品等のクーポンを配ったり、商品情報を掲載する
ページへユーザを誘導したりする。ここで、番組に関連した商品とは、たとえば、番組に
登場した人物が着用している服装のブランド、番組で訪れている観光地や店舗（レストラ
ンやホテルなど）などである。
【００２２】
　また、スポーツ番組の放送中に、登場選手の情報を詳細に表示するページへ誘導する。
さらにまた、ＴＶショッピング番組の放送中に、紹介された商品の注文・決済を行うペー
ジへ誘導する。あるいは、番組や商品のアンケートやクイズに応募するページへ誘導する
。
【００２３】
　このように、放送局から送信されるテレビ放送の音声は、番組やＣＭの内容に連携して
提供されるコンテンツサーバのサービス内容に対応した音響ＩＤが適宜重畳されたもので
ある。これにより、ユーザが、スマートフォン２を携帯してテレビ放送を視聴していれば
、ユーザが何らの操作をしなくても特定のウェブページへ誘導することができるプッシュ
型のサービスを提供することが可能になる。
【００２４】
　音響ＩＤを上記のようなＵＲＬに解決するために、ＩＤ解決サーバ４には、たとえば図
２に示すようなＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル４０が設けられる。このＩＤ・ＵＲＬ対応テー
ブル４０には、ＩＤ、番組名（ＣＭ商品名）および提供するサービス（ＵＲＬ）が対応づ
けて記憶されている。
【００２５】
　ここで、音響ＩＤは、テレビ１のスピーカで再生される帯域の音声のうち高音域の周波
数帯域に重畳される。図３に示すようにテレビ放送の番組やＣＭに使用される音声の上限
周波数は１６ｋＨｚ程度である。音響ＩＤは、この周波数以上でテレビ１のオーディオ回
路やスピーカが動作する周波数帯域である１８～２０ｋＨｚの帯域に重畳される。
【００２６】
　番組やＣＭの音声に音響ＩＤを重畳する方式は種々の方式を採用可能であるが、たとえ
ば、本出願人による国際特許出願（国際公開第２０１０／０１６５８９号パンフレット）
に詳細に説明されているような、ＩＤを拡散符号で拡散して１８～２０ｋＨｚの周波数帯
域まで周波数シフトする技術が好適である。
【００２７】
　ＵＲＬを短いＩＤコードに対応づけることにより、送信レートの高くない音響によるデ
ータ送信であっても、長いＵＲＬにユーザのスマートフォン２を導くことが可能になる。
また、短いＩＤコードを繰り返して送信することにより、ノイズが発生して復調不可能で
あっても、ノイズが低減した後にＩＤコードを受信してコンテンツを表示することが可能
になり、ユーザを確実にウェブページへ誘導することができる。
【００２８】
　図４は、本情報提供システムをテレビＣＭに連動させた例を示す図である。放送局が、
図４（Ａ）、（Ｂ）に示す画像、および、音響ＩＤが重畳されたＣＭ音声を含むテレビＣ
Ｍを放送する。テレビ１がこのテレビＣＭを受信すると、画面に図４（Ａ）、（Ｂ）に示
すような画像を表示するとともに、スピーカから音響ＩＤが重畳されたＣＭ音声（音波）
６３を放音する。音響ＩＤは、ＣＭで宣伝広告されている商品を紹介するＵＲＬ（コンテ
ンツＵＲＬ）に視聴者を誘導するものである。また、図４（Ａ）はＣＭの前半に表示され
る画像であり、図４（Ｂ）はＣＭの後半に表示される画像である。
【００２９】
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　ＣＭの前半に、図４（Ａ）に示すように、音響ＩＤアプリケーションプログラム（音響
ＩＤアプリ）２００の起動を促す文言６０が画面に表示される。ユーザ６は、必要に応じ
て携帯端末装置２を操作して音響ＩＤアプリケーションプログラム２００を起動する。既
に起動している場合、自動的に起動する場合にはユーザ６の操作は不要である。この画面
表示に並行して、スピーカから音響ＩＤが重畳されたＣＭ音声６３が放音される。音響Ｉ
Ｄアプリケーションプログラム２００が起動された（音響ＩＤ処理部２２が構成された）
携帯端末装置２は、放音された音響ＩＤを収音し、これをＩＤコードに復調して上に説明
したアクセスを開始する。ＣＭの後半には、図４（Ｂ）に示すように、検索ワードととも
にインターネットで検索を促す画像６４が表示されるが、上述したように、音響ＩＤアプ
リケーションプログラム２００が起動された携帯端末装置２は、ユーザ６が検索ワードを
入力しなくてもコンテンツＵＲＬへ到達するため、画面には「音響ＩＤアプリが自動的に
検索しています」の文言６２が表示される。
【００３０】
　なお、インターネットの検索サイトに検索ワードを入力して検索されるＵＲＬと、ＩＤ
・ＵＲＬ対応テーブル４０で検索されるコンテンツＵＲＬは、同一であっても異なってい
てもよい。音響ＩＤによって誘導されるサイト（コンテンツＵＲＬ）は、検索サイトで検
索されない特別なサイトとしてもよい。
【００３１】
　図４は、テレビＣＭに同期してＩＤコードを出力し、携帯端末装置２がこのＩＤコード
を受信して、コンテンツＵＲＬに自動アクセスするシステムであるが、テレビＣＭに同期
して出力されるＩＤコードは、スピーカから放音される音波に重畳する方式（音響ＩＤ）
以外の方式で送信することも可能である。たとえば、テレビ１がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ、赤外線などの送信機能を有する場合は、これらの機能を用いてＩ
Ｄコードを送信してもよい。この場合、携帯端末装置２には、テレビ１の送信方式に応じ
て、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｗｉ－Ｆｉまたは赤外線などによってＩＤコード
を受信するアプリケーションプログラムがインストールされる。
【００３２】
　図５はスマートフォン２の本願発明に関係する部分のみを取り出した機能ブロック図で
ある。スマートフォン２は、マイクロフォン２１、音響ＩＤ処理２２、ＵＲＬ取得部２４
、ウェブブラウザ２５、ネットワーク通信部２６、ＧＰＳ測位部２７、時計２８、操作部
２９を備えている。音響ＩＤ処理部２２は、音響ＩＤアプリケーションプログラム２００
および制御部（コンピュータ）の協働によって実現され、ＩＤ復調部２３およびＵＲＬ取
得部２４を備えている。マイクロフォン２１は、テレビ１のスピーカから放音された音響
を収音する。ＩＤ復調部２３は、収音して得られた音声信号を、拡散変調に用いられた拡
散符号を係数とする整合フィルタに通すことによってＩＤコードを復調する処理部である
。この復調処理についても、国際公開第２０１０／０１６５８９号パンフレットに詳細に
説明されている。
【００３３】
　ネットワーク通信部２６は、情報通信ネットワーク３を介してＩＤ解決サーバ４やコン
テンツサーバ５と通信する機能部である。ＵＲＬ取得部２４は、ネットワーク通信部２６
を制御してＩＤ解決サーバ４と通信し、ＩＤ復調部２３が復調したＩＤコードを送信して
所定のウェブサイトのＵＲＬを取得する機能部である。ウェブブラウザ２５は、ＵＲＬ取
得部２４が取得したＵＲＬにアクセスしてウェブページを表示する。なお、ウェブブラウ
ザ２５は、ウェブブラウザプログラム２０１と制御部（コンピュータ）との協働によって
実現される。
【００３４】
　ＧＰＳ測位部２７は、ＧＰＳを用いて自己の位置を測定し、位置情報としてＵＲＬ取得
部２４に入力する。また、時計２８は、音響ＩＤを含んだ音声の収音時、または、ＩＤ解
決サーバ４との通信時の時刻を計測して時刻情報としてＵＲＬ取得部２４に入力する。こ
れらＧＰＳ測位部２７および時計２８は、後述の変形例において用いられる。また、操作
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部２９はたとえばタッチパネルであり、情報通信ネットワーク３との通信の許可などのユ
ーザ６の操作を検出する。
【００３５】
　図６は、スマートフォン２の音響ＩＤ処理部２２の動作を示すフローチャートである。
音響ＩＤを検出しない間（ステップＳ１でＮＯ）は、ステップＳ１で待機している。音響
ＩＤを検出すると（ステップＳ１でＹＥＳ）、これをＩＤコードに復調し（ステップＳ２
）、復調されたＩＤコードをＩＤ解決サーバ４に送信する（ステップＳ３）。ＩＤ解決サ
ーバ４は受信したＩＤコードに対応するＵＲＬを読み出し、これをスマートフォン２に返
信する。スマートフォン２はこのＵＲＬをステップＳ４で受信すると、スマートフォン２
の標準アプリケーションプログラムであるウェブブラウザプログラム２０１を起動し（ス
テップＳ５）、受信したＵＲＬをウェブブラウザ２５に渡して（ステップＳ６）、このＵ
ＲＬで指定されるコンテンツサーバ５にアクセスしてウェブページを表示させる（ステッ
プＳ７）。これにより、ユーザ６は、各種情報やクーポンを獲得することができる。
【００３６】
　図６のフローチャートは、音響ＩＤを検出すると自動的に所定のＵＲＬにアクセスして
ウェブページを表示する手順になっているが、ユーザ６の許可を求めて、ユーザ６による
アクセス許可の操作があったときコンテンツサーバ５にアクセスするようにしてもよい。
この場合、ステップＳ３の前、ステップＳ５の前の一方または両方でユーザ６の許可を求
めるようにすればよい。
【００３７】
　以上は、テレビ１から放音される音響ＩＤをＵＲＬと一対一で対応させた例を示したが
、１つの音響ＩＤを複数のコンテンツに対応させることも可能である。この場合、音響Ｉ
Ｄを受信したスマートフォン２の位置や受信時刻に基づき、１つのＩＤに対応させるＵＲ
Ｌを振り分けるようにすればよい。
【００３８】
　図７は、1つの音響ＩＤを複数のＵＲＬに対応させる場合のＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル
４０の例を示す図である。同図（Ａ）は、１つのＩＤ「００００」を位置情報に基づいて
４つのＵＲＬに振り分けるＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル４０の例を示している。位置情報は
、スマートフォン２から音響ＩＤとともにＩＤ解決サーバ４に送られてくる。スマートフ
ォン２はＧＰＳ測位部２７により自己の位置を正確に測定することができる。ＩＤ解決サ
ーバ４は、スマートフォン２から受信した位置情報に基づき、そのスマートフォン２がど
の地域に位置しているかを割り出し、その地域に応じたクーポンのＵＲＬを送信する。
【００３９】
　なお、位置情報の取得は、ＧＰＳ測位部２７による測位以外で取得することも可能であ
る。たとえば、スマートフォン２が情報通信ネットワーク３にアクセスアクセスしたアク
セスポイントの位置をＩＤ解決サーバ４が取得して位置情報として用いることも可能であ
る。また、アクセスエリアごとに異なるＩＤ解決サーバ４にアクセスし、各アクセスエリ
アのＩＤ解決サーバ４がそれぞれ独自にＩＤとＵＲＬを対応づけていてもよい。
【００４０】
　また、図６（Ｂ）は、１つのＩＤ「００００」を時間帯に基づいて４つのＵＲＬに振り
分けるＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル４０の例を示している。時刻情報は、スマートフォン２
からＩＤ解決サーバ４に対して送ってもよく、ＩＤ解決サーバ４がスマートフォン２から
音響ＩＤを受信した時刻を時間情報として用いてもよい。スマートフォン２からＩＤ解決
サーバ４に時刻情報を送信する場合、その送信時刻を時刻情報としてもよく、テレビ１（
放音装置）から音響ＩＤを受信した時刻を時刻情報としてもよい。ＩＤ解決サーバ４は、
時刻情報がどの時間帯に属しているかを割り出し、その時間帯に応じたクーポンのＵＲＬ
を送信する。
【００４１】
　以上の実施形態では、ＩＤ解決サーバ４がコンテンツやクーポンを表示するウェブペー
ジ（コンテンツサーバ５）のＵＲＬを直接返信する構成になっているが、より細かい振り



(9) JP 2012-155706 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

分けが可能な構成することも可能である。たとえば、ＩＤ解決サーバ４はＩＤの受信に応
じてコンテンツサーバ５のポータルＵＲＬを返信し、スマートフォン２は、このポータル
ＵＲＬにアクセスして再度ＩＤを送信することにより、目的のコンテンツに到達するＵＲ
Ｌを獲得できるようにしてもよい。この場合、ポータルＵＲＬはウェブサービスのＵＲＬ
ではなく、アクセス振り分け振分処理リソースのＵＲＬ（ｔｅｌｎｅｔなど）である。こ
れにより、コンテンツサーバ５において、さらに細分化されたコンテンツの提供が可能に
なる。なお、この場合において、アクセス振り分け処理リソースを提供するサーバをコン
テンツサーバ５と分けて別のサーバとしてもよい。
【００４２】
　以下、図８、図９を参照して、この実施形態について説明する。この実施形態の説明に
おいて、先に説明した実施形態とハードウェア構成は同一であるため、ハードウェアの説
明は省略する。
【００４３】
　図８（Ａ）は、ＩＤ解決サーバ４に設けられるＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル４０を示す図
、図８（Ｂ）は、コンテンツサーバ５のアクセス振り分け処理で用いられるＩＤ・コンテ
ンツ対応テーブル５０を示す図である。図８（Ａ）において、ＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル
４０には、ＩＤとコンテンツサーバ５のポータルＵＲＬとが対応づけて記憶されている。
また図８（Ｂ）において、ＩＤ・コンテンツ対応テーブル５０には、ＩＤ、番組名（ＣＭ
商品名）および提供するコンテンツ（クーポンや情報）のＵＲＬが対応づけて記憶されて
いる。
【００４４】
　図９は、上述した音響ＩＤアプリケーション２００によるスマートフォン２の動作を示
すフローチャートである。音響ＩＤを検出しない間（ステップＳ１１でＮＯ）は、ステッ
プＳ１１で待機している。音響ＩＤを検出すると（ステップＳ１１でＹＥＳ）、これをＩ
Ｄコードに復調し（ステップＳ１２）、復調されたＩＤコードをＩＤ解決サーバ４に送信
する（ステップＳ１３）。ＩＤ解決サーバ４は受信したＩＤコードに対応するコンテンツ
サーバ５のポータルＵＲＬを読み出し、これをスマートフォン２に返信する。スマートフ
ォン２はこのポータルＵＲＬをステップＳ１４で受信すると、受信したポータルＵＲＬに
アクセスして再度ＩＤを送信する（ステップＳ１５）。コンテンツサーバ５は、受信した
ＩＤコードに応じたコンテンツ（クーポン、情報など）のＵＲＬを送信する。これにより
、スマートフォン２は、送信したＩＤコードに対応するＵＲＬを受信する（ステップＳ１
６）。そして、受信したＵＲＬのコンテンツタイプに応じて処理を実行する（ステップＳ
１７）。例えば、ＵＲＬがクーポンのＵＲＬの場合は、このＵＲＬにアクセスしてクーポ
ン画像を表示する（ステップＳ２１）。クーポン画像はウェブページではなく画像データ
としてサーバに保存されており、音響ＩＤ処理部２２は、ｆｔｐやｔｅｌｎｅｔでこの画
像データをダウンロードしてディスプレイに表示する。すなわち、ステップＳ１７におい
て、ＵＲＬのスキームがｆｔｐやｔｅｌｎｅｔであれば、コンテンツタイプがクーポンで
あると判断することができる。この方式を採用することで、有価証券的な性質を持つクー
ポンのセキュリティを、ウェブページに登録する場合に比べて高く維持することができる
。
【００４５】
　また、ＵＲＬが情報（ｈｔｔｐ）のＵＲＬの場合は、スマートフォン２の標準アプリケ
ーションであるウェブブラウザプログラム２０１を起動し（ステップＳ１８）、受信した
ＵＲＬをウェブブラウザ２５に渡して（ステップＳ１９）、このＵＲＬにアクセスしてウ
ェブページを表示させる（ステップＳ２０）。
　これにより、ユーザ６は、クーポンや各種の情報を獲得することができる。
【００４６】
　なお、ユーザ６によるアクセス許可の操作があったときコンテンツサーバ５にアクセス
するようにする場合、ステップＳ１３の前、ステップＳ１５の前の一方または両方でユー
ザ６の許可を求めるようにすればよい。



(10) JP 2012-155706 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

【００４７】
　また、１つの音響ＩＤを複数のコンテンツに対応させる場合、図７（Ａ）、（Ｂ）に示
したテーブルをＩＤ・コンテンツ対応テーブルとしてコンテンツサーバ５に持てば良い。
【００４８】
　以上はテレビ１の音声に音響ＩＤを重畳させる例について説明したが、放音装置はテレ
ビ１に限定されない。たとえば、ラジオ受信機であってもよい。また、小売店舗等の施設
に設置されたスピーカを利用してもよい。施設としては、店舗等の商業施設に限らず、公
共施設、民間施設、集合住宅、事務所施設等の各種施設に適用が可能である。
　たとえば、小売店舗の店頭（店舗近傍）または店内に設置されたスピーカから放音され
る呼び込み音声や音楽（ＢＧＭ）に音響ＩＤを重畳し、店舗近傍を通り掛かる顧客や店舗
に入店した顧客に、クーポンや情報を提供するなどのサービスに適用することが可能であ
る。要するに、サービスの提供に対応して音を放音する装置であればよい。この場合にお
いて、音響は、一般に電波と異なり到達距離が短いため、音響ＩＤは、スピーカ１６を設
置した店舗の近傍のみで受信される。これにより、店舗の前を通り掛かった顧客や入店し
た顧客等の比較的狭い目視可能な領域の対象者に限定して、クーポンや情報を提供するこ
とができる。
【００４９】
　この場合、放音装置のスピーカ１６は、たとえば、図１０（Ａ）～（Ｃ）に示すような
形態で、店舗近傍または店内に設置すればよい。図１０（Ａ）は、通路または店舗の天井
にスピーカ１６を設置する形態である。図１０（Ｂ）は、通路または店舗の壁面にスピー
カ１６を設置する形態である。また、図１０（Ｃ）は、スピーカ１６が埋め込まれた掲示
板９を店舗の前に設置する形態である。ただし、スピーカ１６の設置形態はこれに限定さ
れない。
【００５０】
　図１０のスピーカ１６を備えた放音装置４は、図１１に示すような構成である。放音装
置８は、ＩＤコードメモリ１１、変調部１２、呼び込み音声再生部１３、合成部１４、増
幅器１５および上記スピーカ１６を備えている。ＩＤコードメモリ１１には所定のコンテ
ンツ（ＵＲＬやクーポン）に対応づけられる音響ＩＤが記憶されている。変調部１２は、
ＩＤコードを空気などの媒質の振動である音波として放音可能な周波数帯域の信号に変調
する処理部である。変調部１２の変調方式は種々の方式を用いることが可能であるが、こ
の実施形態では、ノイズ耐性を向上させるために、ＩＤコードで拡散符号を位相変調し、
この位相変調された拡散符号を非可聴帯域まで周波数シフトして放音するようにしている
。この技術は、本出願人による国際特許出願（国際公開第２０１０／０１６５８９号パン
フレット）に詳細に説明されている。呼び込み音声再生部１３は、店舗の名称などをアナ
ウンスする音声、ＣＭソングなどの音楽を再生する機能部である。合成部１４は、拡散変
調されたＩＤコードと呼び込み音声を加算合成する機能部である。増幅器１５は合成部１
４から入力された音声を適当な電力まで増幅してスピーカ１６に供給する。スピーカ１６
は増幅器１５から入力された音声信号を音響として放音する。ここで、増幅器１５の出力
電力は、この放音装置８のカバーエリアまで音響が到達し、それ以上のエリアへ音響が到
達しないような電力に、設置場所の広さやノイズの程度に応じて適宜設定すればよい。
【００５１】
　以上の実施形態において、スマートフォン２が本発明の携帯端末装置に対応する。ＩＤ
解決サーバ４が本発明の識別情報解決サーバに対応する。コンテンツサーバ５のＵＲＬが
本発明のアドレス情報に対応する。なお、以上の実施形態において、携帯端末装置として
スマートフォン２を例示しているが、携帯端末装置はスマートフォン２に限定されない。
【００５２】
　上述した各実施形態における携帯端末装置２の音響ＩＤ処理部２２は、制御部と音響Ｉ
Ｄアプリケーションプログラム２００との協働によって実現される機能部であり、この音
響ＩＤアプリケーションプログラム２００は、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に記
録した状態で提供し得るものである。コンピュータ読み取り可能な記憶媒体としては、磁
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気記録媒体（磁気テープ、磁気ディスク（ＨＤＤ、ＦＤ）など）、光記録媒体（光ディス
ク（ＣＤ、ＤＶＤ）など）、光磁気記録媒体、半導体メモリなどを適用することが可能で
ある。また、上記のプログラムは、インターネットのような情報通信ネットワーク経由で
ダウンロードさせることも可能である。
【符号の説明】
【００５３】
　１　テレビ（放音装置）
　２　スマートフォン（携帯端末装置）
　３　情報通信ネットワーク
　４　ＩＤ解決サーバ
　５　コンテンツサーバ
　６　顧客
　７　放音装置
　１６　スピーカ
　４０　ＩＤ・ＵＲＬ対応テーブル

【図１】 【図２】

【図３】



(12) JP 2012-155706 A 2012.8.16

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】

【図８】



(13) JP 2012-155706 A 2012.8.16

【図９】 【図１０】

【図１１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

